
 

 
 

 
【回答】 
○ダム建設にあたり、直接的な改変により影響が予測されるもの、ダム湛水に

よる環境の変化で間接的に影響が予測されるものについて、影響の回避・低

減を図ることとしています。 
 
○動物については、工事の実施及びダムの存在により影響が予測される重要な

種がいるため、工事中のモニタリング、生息環境の確保など、必要な環境保

全措置を実施します。 
 
○植物については、工事の実施及びダムの存在により影響が予測される重要な

種がいるため、移植、播種など、必要な環境保全措置を実施します。 
 
○これまでに、ハヤブサの工事中のモニタリング、エゾサンショウウオのモニ

タリング、フクジュソウ、カタクリ、オクエゾサイシンなどの重要な植物の

移植を実施しております。 
 
○引き続き、専門家の指導・助言を得ながら必要な環境保全措置を講じていく

とともに、必要と思われる調査やダム完成後のモニタリングを行っていくな

ど適切な対応をはかり、環境保全に努めていきます。 
 
○詳しくはこちらをご覧ください。 
 

Ｑ４）平取ダムの建設にあたって、どのように自然環境保全に取り組んでい

るのか教えて下さい。 

https://www.hkd.mlit.go.jp/mr/sarugawa_damu/tn6s9g0000003b1e.html


 

 

  
 

 

   
 
 

   
 

 
 

写真-1 猛禽類調査状況 写真-2 

エゾサンショウウオのモニタリング状況

写真-3 重要な植物の調査状況 写真-4 重要な植物の移植状況（掘り採り）

写真-5 魚類調査状況 写真-6 

平取ダム環境調査検討委員会開催状況 


